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【はじめに】認知症ケアマッピング（Dementia Care Mapping:DCM、以下 DCM とする）
はブラッドフォード大学の認知症研究グループによって開発された認知症に苦しむ人々に
対するケアの質の向上を目的とした行動観察手法である。DCM の開発者である Kitwood









DCM の意義を明らかにすることを目的とした。  
【研究方法】A 認知症グループホーム（A ユニット、B ユニット）において DCM を実施
した。平成 26 年 2 月 17 日にケアスタッフ＊名に対して実施前インタビュー調査を実施、
その後、平成 26 年 2 月 20 日（6 時間）に DCM を実施した。実施後のインタビュー調査
については今後実施予定である。実施前インタビューは、A ユニットのケアスタッフ 3 名、
B ユニットのケアスタッフ 2 名に対して行った。  
【倫理的配慮】認知症高齢者家族に対しては DCM や研究目的、配慮事項等についての説
明を行い、署名にて同意書を得た。同意書を得た認知症高齢者のみ DCM を実施した。  





低群（B、C 氏）は、自らの知識、技術、経験が不十分であることを指摘していた。  
②  DCM 結果（平成 26 年 2 月 20 日実施）：A ユニット：グループ WIB 値分布図は+3 が  
60%、+1 が 35%、+5 が 2%、 -1 が 1%であった。個人 WIB 値の平均が+2.2、行動カテゴ
リーコード分布図は A（36%）、E（15%）、F（18%）で多くを占めた。B ユニット：グル




③  DCM 実施後インタビュー：DCM 実施前インタビュー、DCM 実施、フィードバックの  
際に関わり、またインタビュー時に仕事有能感が低かった B 氏にインタビューを実施予定
である。  
【今後の課題】今後 DCM を年間を通し 3 か月に 1 度程度継続的に行い、有能感高・低群
において仕事葛藤状況がどのように変化していくかを検討していく。施設特徴からフィー
ドバックに参加できないケアスタッフが多い。今後の検討課題である。  
